
九州大学 農学研究院 環境農学部門 森林環境科学

菱 拓雄 准教授
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土壌の生物多様性

ネットワーク研究森林生態系の物質循環

土壌動物 トビムシ
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土壌生物は多様性が高く、陸域生態系機能の維持に重

要な役割を果たしています。私は中でも特に姿かたち

が多様で、陸域のどんな場所にでも生息できるため、

世界中で生物多様性の比較が可能な「トビムシ」を研

究対象としています。日本全国にネットワークを持つ

大学演習林を基盤として、環境の変化がトビムシをは

じめとする土壌動物の多様性を生み出す仕組みの解明

や、土壌動物の多様性と生態系の炭素・養分循環との

関係についての研究を行ってきました。発表では、小

さな土壌動物「トビムシ」の多様性から、九州大学の

森林がどのようにみえるのかを紹介します。
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東京都の保谷市（現、西東京市）の出身です。1996
年に京都大学農学部に入学、2005 年に京都大学大
学院農学研究科で博士（農学）の学位を取得しました。
学位論文では森林の根の研究をしており、その成果
によって、日本根研究会若手奨励賞を受賞しました。
学位を取得したあと、京都大学で昆虫関連研究プロ
ジェクトの研究員として土壌中の根と土壌生物の相
互作用に関する研究を行いました。
2007 年に縁があって九州大学農学部附属演習林に
助教として赴任しました。九州大学演習林では福岡
演習林に計 4 年、北海道演習林に 4 年、宮崎演習林
に約 6 年勤務し、2020 年度より福岡演習林長を拝
命しています。九州大学演習林では、冷温帯から暖
温帯、北方丘陵林、山岳森林、里山林という気候や
社会的環境によって成り立ちの異なる森林において、
現場体験に基づく実習・講義を担当してきました。
執筆については、主に土壌や生態学に関わる専門誌
の論文業績が中心であり、書籍では「土の中の生き
物たちの暮らし」などの一般書、「森林生態学」「森
林立地」「土壌生態学入門」などの教科書で、分解者
生物、特にトビムシという土壌動物の集団の成り立
ちを解明する群集生態学の分野について分担執筆し
てきました。
こうした森林環境の変化と土壌動物の集団形成の
ルールの関係に関する教育・研究成果により、2019
年に日本土壌動物学会研究奨励賞を受賞しました。


